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 様式第二号（第二条、第十九条の八関係）  （用紙Ａ４）

元請 JV 工事現場のある
又は の 都道府県及び うち、  完成又は

下請 別 市区町村名    ・PC  完成予定年月

の別  主任技術者 監理技術者    ・法面処理

   ・鋼橋上部

大阪　太郎 元請 大阪邸木造住宅解体工事
大阪府大阪市住

之江区
建築一郎 レ 10,000

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

㈱大阪府土木 下請 大和川改修工事の内掘削工事 〃 建築花子 レ 2,500
千円 千円

令和　　年　　月 令和　　年　　月

大阪府道路㈱ 〃
一般国道〇〇号線道路改修工

事
〃 振興三郎 レ 1,500

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

千円 千円
令和　　年　　月 令和　　年　　月

 

 

工　事　経　歴　書

注　文　者 工　事　名
氏　　名

配  置  技  術  者
 主任技術者又は監理技術者

 の別（該当箇所にﾚ印を記

載）

件

20,000
千円 千円

11,000
千円 千円

（建設工事の種類）　　　　　　　　　　　　工事 （　税込　・　税抜　）

請 負 代 金 の 額 工　　期
着 工 年 月

うち　元請工事

うち　元請工事

 小　　計

 合　　計

件

14,000
千円 千円

10,000
千円 千円

3

10

ほ装

○ 工事経歴書  

 

申請書類に添付しています記載要領を参考に作成してください。 

※工事は、契約・注文ごとに記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同企業体（ＪＶ）として行っ

た工事には「ＪＶ」と記入 

各工事現場に配置された配置技術者に

ついて、該当する欄にレ印を記入 

ページごとの完成工事の件数及び請負代金の額

の合計を記入（未成工事は合算しないこと） 

なお、工事進行基準を採用している場合は、当該

工事進行基準を適用される完成工事の金額を合計

する 

当該業種に係る当該年度分の最終ページに、全ての完成工

事の件数及び請負代金の額の合計を記入 

（未成工事は合算しないこと） 

なお、工事進行基準を採用している場合は、当該工事進行

基準を適用される完成工事の金額を合計する 

正式な工事名を記載したもの（決算変更届とは別のもの）を作成してください。 

 

・ 共同企業体（ＪＶ）として工事を行った場合は、共同企業体全体の請負金額に出資の割合を乗じた

額又は分担した工事の額を記入 

・ 工事進行基準を採用している場合は、当該工事進行基準を適用される完成工事について、その完成

工事高を（ ）書きで付記 

建設工事の種類は、48～50ページを

参考に記入 

 

 

○ 技術職員名簿に記載のない者を配置技術者としている場合 

・ 技術職員名簿に記載のない者を配置技術者としている場合は、その者の在籍状況を確認するため、別途

資料を提出して頂く場合があります。 

・ 配置技術者制度については、77ページのよく頂く質問をご覧ください。 

○ 分割又は重複計上の禁止 

・ 一つの請負工事に係る建設工事の完成高を 2つ以上の種類に分割又は重複計上することはできません。 

※業種追加等で前回受審していない業種を受審する場合も、新たに受審する業種の工事経歴書(当期及び前期

(前々期))が必要です。 

工事進行基準の場合 

○○，○○○千円  ←全期分 

(○○，○○○千円) ←今期分 

下の空いた行に海外工事の記載及びその契約書等 1件分

の提出が必要  

記載：工事名…○○(国名)住宅新築工事、他 2 件 金額：

全ての合計 ※海外工事がある場合のみ 


